
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

2. 老朽化の状況

全体総括

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

　将来的な施設更新の必要性を表す有形固定資産
減価償却率が低下した要因は，平成28年度に送水
幹線二重化（２工区）管渠築造工事と旭浄水場の
更新が完了したことによるものである。
　管路の老朽化度合を表す管路経年化率は，類似
団体平均を上回っているものの，平成25年度に策
定した水道事業アセットマネジメント推進計画に
おいて想定耐用年数（60～80年）による更新計画
を策定しており，施設の機能維持に努めている。
　今後も安定したサービスを提供し続けるため，
計画的な管路の布設替に取り組んでいく。

　人口減少や節水意識の定着等による有収水量の
減少に伴う給水収益の減少が見込まれる中，老朽
化施設の更新や管路の耐震化が急務となってい
る。
　平成29年度には，投資の合理化や経営の効率化
を前提とした，今後10年間の経営の基本計画とな
る経営戦略を策定する予定である。
　将来の水需要を踏まえた，適切な施設や管路の
ダウンサイジングやスペックダウンを進めるとと
もに，料金体系の見直し等による収益確保に努
め，長期的に安定したサービスの提供に向け，経
営基盤の強化とともに財政マネジメントの向上に
取り組んでいく。

2. 老朽化の状況について

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

　経常収支比率，料金回収率とも類似団体平均よ
りも高く，給水原価は類似団体平均よりも低く
なっている。これまでの経費の削減効果等によっ
て，効率的で健全な経営が保たれている状況と考
えられる。
　ただし，企業債残高対給水収益比率は類似団体
平均よりも高くなっていることから，今後の企業
債発行の抑制や元利償還金の返済による費用の増
加等への対応が必要となる。
　また，有収率は高く，効率的に収益の確保がで
きているものの，施設利用率は類似団体平均を下
回っており，今後の投資においては，施設のダウ
ンサイジングの検討が必要である。
　流動比率が平成26年度に大幅に低下しているの
は，会計基準の見直しにより企業債を負債に計上
することとなったため生じたものであり，実質的
に低下したものではない。

91.60 3,445.25 【】

経営比較分析表（平成28年度決算）

分析欄

- 59.50 95.04 2,736 315,585

■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) －

人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A1 自治体職員 334,049 309.00 1,081.06

高知県　高知市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報
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平均値 0.74 0.76 0.69 0.74 0.73
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平均値 44.41 45.38 47.70 48.41 49.10
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平均値 12.28 13.33 14.54 16.16 17.42

①経常収支比率(％)
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平均値 296.50 285.77 283.10 274.14 266.66
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平均値 100.42 100.77 107.74 108.81 110.87

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

H24 H25 H26 H27 H28
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平均値 64.09 63.91 63.25 63.03 63.18
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平均値 91.19 91.45 91.07 91.21 91.60

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】

【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

【47.91】 【15.00】 【0.76】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　今後見込まれる人口減少に伴い、給水人口およ
び給水収益の減少等、これまでにも増して厳しい
経営状況が予想される。
　一方で、これまでも老朽管の更新や耐震化を順
次行ってきたが、今後も管路をはじめとする施設
の老朽化や耐震化対策をさらに推進する必要があ
る。
　以上のことから、料金回収率の向上を目指すと
ともに、平成28年度に策定した耐震化計画および
平成29年度に策定予定の経営戦略等に基づき、中
長期的な視点で水道事業の経営体制を検討し、引
き続き経営の効率化を図る必要がある。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率は、平成24年度から平
成28年度までの5年間で58.28％から60.40％と増加
傾向にあり、いずれの年度においても類似団体を
上回っている。有形固定資産減価償却率は、将来
の施設更新の必要性や、今後の修繕費の発生見込
みを推測できるとされていることから、類似団体
と比較して水道施設更新の必要性が高いものと考
えられる。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　経常収支比率は、100％を下回っていると経常損
失を生じている状態である。当市では100％を上
回っているため、経営状況は健全な状況といえる
が、今後も継続して経費削減を行うなど、健全経
営に努める。
　企業債残高対給水収益比率は、平成28年度で比
較すると全国平均の2倍以上で、類似団体平均も大
きく上回っているため、収益確保対策を強化する
とともに、企業債の発行を抑制する必要がある。
　施設利用率については、類似団体と比較して利
用率が低率であり、今後の需要を見極めたうえで
施設の更新時に、ダウンサイジングを含めた施設
の見直しが必要である。
　有収率は全国平均及び類似団体平均を下回って
おり、漏水等が多く発生していることが推測され
るため、配水管の調査及び改修等必要な対策を講
じる必要がある。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 45.05 93.47 2,890 13,091 12.34 1,060.86 【】

248.18 57.37 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A7 非設置 14,239

経営比較分析表（平成28年度決算）
高知県　室戸市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.60 0.71 0.68 1.65 0.47
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平均値 108.33 107.95 109.49 111.06 111.34
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平均値 37.80 38.52 46.67 47.70 48.14
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当該値 0.01 0.01 0.01 0.00 0.01

平均値 8.22 9.43 10.03 7.26 11.13

①経常収支比率(％)
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平均値 15.69 13.47 9.49 9.35 10.13
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当該値 2,368.28 911.34 201.67 306.69 279.22
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平均値 96.27 95.40 98.60 100.82 101.64
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】

【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

【47.91】 【15.00】 【0.76】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
高知県　安芸市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

317.21 56.57 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置 17,944

－

- 72.77 96.93 2,160 17,240 26.40 653.03 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①②各年度の収支は黒字で欠損金も無く、平均値
を上回っていることから、健全な状況と言える。
しかし今後は、南海トラフ地震対策や老朽施設更
新等への投資が増加する予定であり、更なる費用
削減に取り組む必要がある。
③平成26年度からの新会計基準適用により比率は
大きく下がったものの、平均以上は確保してい
る。
④平成25年度から簡易水道統合事業に企業債を発
行し、今後も南海トラフ地震対策や老朽施設更新
等のために発行する予定となっている。水道事業
に有利な起債以外を抑制するなどの対策が必要で
ある。
⑤⑥料金回収率は100％を超え、かつ平均以上と
なっていて、給水に係る費用が給水収益でまかな
えていることを表している。また、給水原価が平
均より低く、有収水量1 あたりの費用を抑えてい
ることを表している。今後も維持管理費削減など
の経営努力を継続する。
⑦施設利用率は平均値を下回っていて、平成28年
度は最大稼働率49％、負荷率80％と時期によって
需要変動が大きい。災害時のバックアップ機能も
考慮しつつ、適切な施設規模を検討していく。
⑧市内を東西で分けて2年に1回漏水調査を行い、
漏水があれば随時修繕で対応しているため、高い
有収率を保っている。今後も継続して漏水調査を
行う。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

①②法定耐用年数を超えた管路は平均より少ない
ものの、法定耐用年数に近い管路が全体に占める
割合が高くなっていて、計画的な更新の必要性が
高まっていることを示している。③簡易水道統合
事業が平成29年度で完了することに伴い、平成30
年度以降は南海トラフ地震対策や老朽施設更新等
により、管路更新率は高まっていく。
なお、平成30年度に今後の施設更新計画を策定す
る予定である。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

全体総括

経営状況は、現時点ではおおむね良好であると言
える。しかし、今後は南海トラフ地震対策や老朽
施設更新等を予定していて、建設改良費の増加、
企業債償還の増加、減価償却費の増加などが見込
まれるため、水道事業経営は厳しくなると予想さ
れる。
今後も安心・安全な水の供給を維持するため、管
路等の新規・更新需要等の将来試算と経営収支の
見込みを立て、維持管理費削減や更なる収納率の
向上などといった経営努力を継続してもなお財源
が不足するようであれば、適正な料金水準を設定
する必要がでてくる。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」
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H24 H25 H26 H27 H28

当該値 49.67 49.79 49.60 49.66 50.16

平均値 38.07 39.06 46.66 47.46 48.49

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 7.70 7.56 0.00 4.98 6.43

平均値 7.73 8.87 9.85 9.71 12.79

①経常収支比率(％)

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 9.34 9.56 2.80 1.93 1.72

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

3,000.00

3,500.00

4,000.00

4,500.00

5,000.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 3,319.72 4,687.73 435.11 797.77 647.30

平均値 915.50 963.24 381.53 391.54 384.34

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 224.81 247.72 297.29 318.45 328.26

平均値 404.78 400.38 393.27 386.97 380.58

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 117.72 114.80 136.29 117.82 127.48

平均値 98.07 96.56 100.47 101.72 102.38

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 104.33 106.92 90.40 104.74 97.12

平均値 172.26 177.14 169.82 168.20 168.67

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 41.43 40.21 38.64 38.61 39.03

平均値 55.68 55.64 55.13 54.77 54.92

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 89.39 90.69 90.30 89.14 88.77

平均値 83.18 83.09 83.00 82.89 82.66

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】

【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

【47.91】 【15.00】 【0.76】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

経営状況としては良好であるが、有収率が類似団
体平均値より低くなっており、管路の老朽化が進
んでいることがその大きな要因と考えられる。今
後、人口減少等により収益性が低下していくなか
で老朽管路の更新や耐震化等の投資を進めていく
必要があることから将来的な需要予測を踏まえた
投資計画に基づいて管路更新率と有収率の向上を
図る必要がある。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

H26以前の管路経年化率は0ではなく、H27とほぼ同
じ数値で推移しており、同規模都市平均と比較し
た場合、管路の老朽化が進んでいることがわか
る。
一方で管路更新率は類似団体平均値を下回ってい
ることから効率的に更新投資を行っていく必要が
ある。
なお、H26以降の有形固定資産減価償却率の増加は
会計制度の見直しによりみなし償却制度を廃止し
たためである。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

料金収入の増収等により経常収支比率が約4ポイン
ト上昇し、類似団体平均値を上廻る結果となっ
た。長期間にわたり経常収支比率が100％を超過し
ていることから現在の経営状況としては良好な状
態にあるといえる。ただし、企業債残高対給水収
益比率が高い傾向があるため、管路の更新率の状
況や耐震化投資が今後も継続することを考慮する
と、将来的に企業債償還額が経営を圧迫すること
にならないよう留意する必要がある。（施設利用
率のH27数値は58.21になるので類似団体平均値と
ほぼ同じ水準である。）

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 42.51 85.37 1,630 40,778 58.00 703.07 【】

125.30 383.53 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A5 非設置 48,056

経営比較分析表（平成28年度決算）
高知県　南国市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.49 0.46 0.51 0.36 0.52

平均値 0.81 0.59 0.60 0.56 0.61

103.00

104.00

105.00

106.00

107.00

108.00

109.00

110.00

111.00

112.00

113.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 107.26 112.52 107.84 107.31 111.50

平均値 106.41 106.89 109.04 109.64 110.95

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 36.07 36.59 52.62 53.15 53.71

平均値 36.36 37.34 44.31 45.75 46.90

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 21.63 4.75

平均値 7.80 8.39 10.09 10.54 12.03

①経常収支比率(％)

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 6.33 7.76 3.77 3.62 3.91

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

1,000.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 497.42 445.71 179.51 172.68 166.32

平均値 852.01 909.68 382.09 371.31 377.63

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 662.34 656.93 661.56 678.80 714.49

平均値 391.40 382.65 385.06 373.09 364.71

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 100.76 105.11 101.67 101.56 106.28

平均値 95.91 96.10 99.07 99.99 100.65

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 105.47 101.64 106.50 107.87 103.89

平均値 179.29 178.39 173.03 171.15 170.19

52.00

54.00

56.00

58.00

60.00

62.00

64.00

66.00

68.00

70.00

72.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 60.18 59.40 59.43 69.88 59.70

平均値 59.09 59.23 58.58 58.53 59.01

74.00

76.00

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 78.41 80.16 80.30 80.70 80.49

平均値 85.40 85.53 85.23 85.26 85.37

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】

【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

【47.91】 【15.00】 【0.76】

4



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
高知県　土佐市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

91.49 303.89 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置 27,803

－

- 55.75 95.97 1,954 26,489 25.60 1,034.73 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

経常収支比率及び料金回収率とも100%以上であ
り、健全な経営の状況であると考えられるが、減
少傾向にあるため今後更なる経営改善が必要であ
る。
　企業債残高対給水収益比率が平均値の倍以上と
なっており、今後の企業債発行の抑制や元利償還
金の負担への対応が必要である。
　施設利用率が類似団体平均より低く、今後は水
需要の減少が見込まれるため、施設の統廃合や有
効活用を含めた検討が必要である。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

管路経年化率は類似団体平均より高くまた、増加
傾向にあり、管路更新率は類似団体平均より高い
ものの数値が低く、管路の老朽化が進行して状況
である。更新費用の財源確保や経営状況への影響
を考慮しながら管路の更新を実施する必要があ
る。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

全体総括

　収入の大部分を占める給水収益の増加は見込め
ない中で、老朽化した水道施設の更新や耐震化な
どの整備が急務である。
　安全で安定した水を供給するために、施設の統
廃合を実施し、更なる経営改善を含めた経営の健
全化を図っていきたい。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 1.16 0.21 0.41 0.81 0.76

平均値 0.67 0.67 0.66 0.99 0.71

103.00

104.00

105.00

106.00

107.00

108.00

109.00

110.00

111.00

112.00

113.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 111.24 110.59 108.86 106.81 106.16

平均値 107.57 106.55 110.01 111.21 111.71

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 35.51 37.03 43.68 45.16 46.50

平均値 38.07 39.06 46.66 47.46 48.49

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 10.20 13.86 17.85 17.52 20.03

平均値 7.73 8.87 9.85 9.71 12.79

①経常収支比率(％)

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 9.34 9.56 2.80 1.93 1.72

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 469.01 2,319.09 856.14 1,146.12 954.91

平均値 915.50 963.24 381.53 391.54 384.34

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 769.61 748.13 800.60 805.59 784.15

平均値 404.78 400.38 393.27 386.97 380.58

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 110.27 103.34 102.86 101.29 101.94

平均値 98.07 96.56 100.47 101.72 102.38

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 96.62 103.35 103.46 105.31 104.66

平均値 172.26 177.14 169.82 168.20 168.67

44.00

46.00

48.00

50.00

52.00

54.00

56.00

58.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 58.20 52.02 51.92 49.41 50.67

平均値 55.68 55.64 55.13 54.77 54.92

79.00

80.00

81.00

82.00

83.00

84.00

85.00

86.00

87.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 86.51 83.39 81.96 84.58 83.90

平均値 83.18 83.09 83.00 82.89 82.66

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】

【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

【47.91】 【15.00】 【0.76】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
高知県　須崎市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

135.44 168.53 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置 22,826

－

- 45.23 87.47 2,700 19,687 25.42 774.47 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

経常収支比率、料金回収率ともに100％以上であ
り、両指標は類似団体平均を上回っている。経常
費用を経常収益で賄えており、また給水にかかる
費用を給水収益で賄えていることを示しており、
経営の健全性を維持している。

しかし、類似団体平均と比較して企業債残高対給
水収益比率が高く、有収率が低い。管路の更新や
漏水修繕を実施しているものの、類似団体と比べ
て老朽管が多く、この更新や耐震化に対する費用
が必要な状況が続いているといえる。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

県内で2番目に古い水道という歴史を持つがゆえ
に、水道施設の多くが老朽化しており、有形固定
資産減価償却率が類似団体平均より高くなってい
る。管路経年化率はH28年度には類似団体平均並み
になっているものの、管路更新率は平均値を下
回っているため、更新のペースを早める必要性が
あるといえる。

なお、H23～26年の管路経年化率は以下のとおり。
H23：9.11％
H24：8.67％
H25：12.30％
H26：12.53％

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

全体総括

人口減少に伴い給水収益が減少傾向にあるなか、
老朽管の更新や耐震化を行っていく必要がある。
平成27年度に策定した中長期経営計画を基に、健
全な経営を図るとともに、効率的に耐震化対策や
老朽管の更新を行っていく必要がある。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.34 0.02 0.58 0.43 0.56

平均値 0.67 0.67 0.66 0.99 0.71
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115.00

120.00

125.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 115.77 115.58 116.61 114.84 121.58

平均値 107.57 106.55 110.01 111.21 111.71

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 38.85 39.84 51.47 50.00 51.67

平均値 38.07 39.06 46.66 47.46 48.49

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 100.00 100.00 100.00 13.72 12.36

平均値 7.73 8.87 9.85 9.71 12.79

①経常収支比率(％)

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 9.34 9.56 2.80 1.93 1.72

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

3,000.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 871.83 2,471.90 158.39 147.08 209.18

平均値 915.50 963.24 381.53 391.54 384.34

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 520.07 514.70 557.70 557.17 558.73

平均値 404.78 400.38 393.27 386.97 380.58

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 106.29 107.40 112.85 111.04 118.30

平均値 98.07 96.56 100.47 101.72 102.38

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 143.99 146.84 140.39 143.20 137.94

平均値 172.26 177.14 169.82 168.20 168.67

50.00

51.00

52.00

53.00

54.00

55.00

56.00

57.00

58.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 56.96 56.30 54.62 54.83 52.78

平均値 55.68 55.64 55.13 54.77 54.92

77.00

78.00

79.00

80.00

81.00

82.00

83.00

84.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 80.72 80.03 79.46 79.51 80.34

平均値 83.18 83.09 83.00 82.89 82.66

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】

【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

【47.91】 【15.00】 【0.76】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
高知県　宿毛市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

286.19 74.46 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置 21,309

－

- 59.11 98.08 2,450 20,725 42.38 489.03 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

経常収支比率は、当該値が100%を上回っており、
水道料金収入等により維持管理経費等を賄えてい
る。類似団体の平均と比較しても高い数値であ
り、累積欠損金もないことから、経営状況は健全
な状況にあるといえる。
流動比率は、当該値が100%を上回っており、短期
的な債務に対する支払い能力は十分確保できてい
る。
給水収益に対する企業債残高の割合を表す、企業
債残高対給水収益比率は、前年度と比較し増加し
ているが、簡水統合事業や老朽施設更新等によ
り、今後も上昇する見込みである。
料金回収率は、当該値100%を上回っており、給水
にかかる費用を水道料金により賄えている。
給水原価は、類似団体平均値と比べ低い値となっ
ているが、今後は給水収益の減少が見込まれるこ
とや、更新費用の増加により減価償却費の増加が
見込まれることから、更なる費用の削減に努める
必要がある。
施設利用率及び有収率が類似団体平均値を下回っ
ているため、施設の利用状況や適正規模の把握、
管路の計画的な漏水調査等を行い、効率性の向上
に努める。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

有形固定資産減価償却率が平均値を上回っている
ことから、施設全体の老朽化が進んでいると考え
られる。
法定耐用年数を超えた管路延長の割合を表す管路
経年化率は、平成26年度まで平均値を下回り、平
成27年度においてもグラフに表示されていない
が、2.24と平均値を下回っている。平成28年度に
おいても、平均値を下回っているものの、過去に
急速に整備された施設が更新時期を迎え、急激に
増加しているため、引き続き、計画的な管路更新
に取り組む。
管路更新率は、平成26年度まで平均値より高く、
平成27年度においても、グラフに表示されていな
いが1.37%と平均値を上回っていた。平成28年度に
おいては、当該値0.33と表示されているが、実際
は、1.21であり平均値を上回っているが、更なる
管路の更新に取り組んでいく必要がある。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

全体総括

現状では、経営の健全性や効率性は確保されてい
るが、今後、人口減少等により水道料金収入の減
少が見込まれる。
加えて、水道施設等の老朽化は進んでおり、さら
には大規模地震等に備えた施設の耐震化も急務と
なっていることから、今後多くの投資費用が必要
となってくる。
将来にわたり安定的に事業を継続するため、平成
29年度に策定する「宿毛市水道事業経営戦略」を
踏まえ、効率的な事業経営に取り組む。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 1.20 1.29 1.05 0.00 0.33

平均値 0.67 0.67 0.66 0.99 0.71

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 114.38 119.37 122.14 130.82 127.61

平均値 107.57 106.55 110.01 111.21 111.71

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 41.86 42.33 50.39 51.33 50.22

平均値 38.07 39.06 46.66 47.46 48.49

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 1.31 1.58 2.34 0.00 10.29

平均値 7.73 8.87 9.85 9.71 12.79

①経常収支比率(％)

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 9.34 9.56 2.80 1.93 1.72

0.00

1,000.00

2,000.00

3,000.00

4,000.00

5,000.00

6,000.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 5,275.20 1,218.96 196.36 282.18 255.17

平均値 915.50 963.24 381.53 391.54 384.34

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

500.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 399.33 401.06 399.98 405.46 465.55

平均値 404.78 400.38 393.27 386.97 380.58

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 111.53 115.92 120.84 130.72 127.80

平均値 98.07 96.56 100.47 101.72 102.38

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 128.11 123.08 115.67 102.25 104.14

平均値 172.26 177.14 169.82 168.20 168.67

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 39.76 39.58 36.33 37.29 37.72

平均値 55.68 55.64 55.13 54.77 54.92

68.00

70.00

72.00

74.00

76.00

78.00

80.00

82.00

84.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 74.14 74.95 79.71 79.79 79.91

平均値 83.18 83.09 83.00 82.89 82.66

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】

【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

【47.91】 【15.00】 【0.76】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

現時点では、経営状況はおおむね良好であるとい
える。しかし、施設及び管路の老朽化は市全体で
進行しており、今後も計画的に老朽施設、老朽管
路の更新を行っていく必要がある。企業債の償
還、建設改良費の増加、減価償却費の増加が見込
まれ、維持管理費の減少等経営改善の必要が生じ
てくることが予想される。また、人口の減少によ
り給水収益も年々減少していることから、平成30
年度より料金改定を行い収入の増加を図ることと
する

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は、前年度より若干よ
くなっているものの５２．６３％と高い数値と
なっている。多くの施設が法定耐用年数に近づい
て、老朽化が進んでおり、更新等の財源の確保に
努める。
②平均値は下回っているものの、経年化率は８．
０２％と、法定耐用年数を超えた数値が年々増加
しており今後も増加傾向にある。計画的な管路更
新を行っていく必要がある。なお、グラフには表
示されていないが、Ｈ２７年度の数値は５．１
２％となっている。
③管路更新率は１．３３％と減少はしているもの
の、ほとんどの施設、構築物は老朽化が激しく今
後も計画的な更新工事を行っていく必要がある。
なお、グラフには表示されていないが、Ｈ２７年
度の数値は１．９５％となっている。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①②各年度とも収支は黒字で欠損金もなく、健全
な状況といえるが、平成27年度、28年度と経常収
支比率が減少しており、今後も人口減少により収
入は減少傾向にある。平成30年度より料金改定を
行い収入確保を図る。
③平成28年度も前年度より少し減少しているが、
財務は安定している。しかし、現金預金は減少傾
向にあるため料金改定も含め収益の増加に努めな
ければならない。
④各年度とも類似団体平均値を上回っており、こ
こ2～3年も施設の更新が予定されているため今後
は、料金改定を行い収入の確保に努める。
⑤平成28年度も100％以下となっているため、平成
30年度より料金改定を行い、回収率の向上に努め
ることとする。
⑥平均値は下回っているが、今後も維持管理費の
削減等、計画的な経営努力をしていく。
⑦類似団体平均値を下回っており５０％以下と
なっている。今後も人口の減少により給水量の減
少が予想されるため、今後の施設更新の際にはダ
ウンサイジング等施設規模を検討する必要があ
る。
⑧計画的に漏水調査等を行い、有収率は徐々に回
復してはいるものの依然として平均値を大きく下
回っている。配水管の老朽化が激しく今後も計画
的に漏水調査を継続し、早急な対応を行っていく
必要がある。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 60.35 98.00 2,505 13,887 2.93 4,739.59 【】

266.34 53.67 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A7 非設置 14,295

経営比較分析表（平成28年度決算）
高知県　土佐清水市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.27 1.55 4.04 0.00 1.33

平均値 0.67 0.71 0.68 1.65 0.47

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

125.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 120.96 116.76 118.48 104.84 102.33

平均値 107.57 107.95 109.49 111.06 111.34

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 2.68 2.60 4.49 56.17 52.63

平均値 38.07 38.52 46.67 47.70 48.14

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 2.15 4.59 6.12 0.00 8.02

平均値 7.73 9.43 10.03 7.26 11.13

①経常収支比率(％)

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 9.34 13.47 9.49 9.35 10.13

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 544.40 861.35 256.94 196.75 188.00

平均値 915.50 1,081.23 406.37 398.29 388.67

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 469.60 470.09 483.95 509.15 563.14

平均値 404.78 443.13 442.54 431.00 422.50

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 108.78 105.32 111.02 95.47 97.49

平均値 98.07 95.40 98.60 100.82 101.64

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 116.45 120.47 114.19 136.22 131.20

平均値 172.26 186.15 181.67 179.55 179.16

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 43.60 43.16 43.51 40.24 38.97

平均値 55.68 54.47 53.61 53.52 54.24

66.00

68.00

70.00

72.00

74.00

76.00

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 74.30 74.42 72.01 73.54 75.23

平均値 83.18 81.46 81.31 81.46 81.68

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】

【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

【47.91】 【15.00】 【0.76】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

１.基幹管路の耐震化
２.法定耐用年数を経過した老朽管への対応
３.給水人口・有収水量の減少に伴う給水収益の減少
４.簡易水道事業との統合
など水道事業を取りまく環境は厳しく、課題は山積してい
ます。その課題に取り組みつつ、水道事業の安定経営を継
続することができるよう平成28年4月に水道料金の増額改
定を行いました。これにより、過度に企業債に依存するこ
となく、緊急性の高い『基幹管路の耐震化工事』などに積
極的に予算配分することができるようになりました。今後
も水道事業の安定経営に留意しつつ、『災害に強い水道』
をつくることができるよう取り組んでまいります。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

②管路経年化率
③管路更新率
【分析】法定耐用年数を超えた老朽管の割合が増え続けて
おり、より計画的に布設替工事を実施する必要がある。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
【指標】単年度収支が黒字であることを示す100％以上が
必要。
【分析】毎年、黒字経営が継続できており、経常収支比率
は、ほぼ類似団体並である。
②累積欠損金比率　累積欠損金なし
③流動比率
【指標】1年以内に支払うべき債務に対して支払うことが
できる現金等がある状況を示す100％以上であることが必
要。
【分析】100％以上ではあるが、類似団体と比較すると流
動資産が少ない。
④企業債残高対給水収益比率
【分析】類似団体と比較し企業債残高比率は高いが、毎年
企業債の発行は抑制しており、残高は年々減少している。
⑤料金回収率
【指標】供給単価／給水原価であり、100％以上であるこ
とが必要。
【分析】類似団体と比較しても良好であり、100％以上が
継続できている。
⑥給水原価
【分析】給水原価は、類似団体と比較しても安価で推移し
ている。
⑦施設利用率
【分析】類似団体と比較し施設利用率は低い。今後も配水
量の減少傾向は継続するものと考えられ、施設の適正規模
を検討する必要がある。
⑧有収率
【分析】平成27年度・平成28年度は配水管の破損事故が多
く、有収率が低下した。今後も漏水調査を実施すること
で、漏水の早期発見・修理を行い、有収率の向上に努めて
いく。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 42.48 72.40 2,345 25,000 22.50 1,111.11 【】

632.29 54.97 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置 34,757

経営比較分析表（平成28年度決算）
高知県　四万十市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.83 0.78 0.57 0.49 0.64

平均値 0.67 0.67 0.66 0.99 0.71

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 120.31 122.38 117.77 110.29 128.52

平均値 107.57 106.55 110.01 111.21 111.71

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 39.71 40.64 48.79 49.68 50.42

平均値 38.07 39.06 46.66 47.46 48.49

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 26.68 27.09 28.55 29.34 30.54

平均値 7.73 8.87 9.85 9.71 12.79

①経常収支比率(％)

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 9.34 9.56 2.80 1.93 1.72

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 355.76 350.77 176.02 171.08 178.01

平均値 915.50 963.24 381.53 391.54 384.34

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 617.58 601.61 600.76 590.34 511.33

平均値 404.78 400.38 393.27 386.97 380.58

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 106.83 117.71 115.51 106.66 125.60

平均値 98.07 96.56 100.47 101.72 102.38

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 104.02 94.44 96.66 104.81 105.20

平均値 172.26 177.14 169.82 168.20 168.67

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 47.01 48.13 46.36 48.59 47.37

平均値 55.68 55.64 55.13 54.77 54.92

78.00

79.00

80.00

81.00

82.00

83.00

84.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 82.92 82.11 83.32 79.90 80.13

平均値 83.18 83.09 83.00 82.89 82.66

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】

【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

【47.91】 【15.00】 【0.76】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

2. 老朽化の状況

全体総括

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

正確な経年化率は把握出来ていないが、老朽化し
た管が一定数あることが予想される。継続した管
路の更新が出来ておらず、防災対策の観点からも
計画的かつ早急な更新工事に取り組んでいく必要
がある。

　現時点では、比較的健全な経営状態ではある
が、今後、料金収入の大きな増加は期待できない
なか、簡易水道事業の統合もひかえており、建設
改良費、起債の償還や減価償却費等の増大が見込
まれるため、経費削減や収納率の向上に努めなが
ら水道料金の改定についても検討していく必要が
ある。

　今後、安定した事業運営をしていくためにも水
道事業基本計画や経営戦略基づき、効率的な事業
運営を目指さなければいけない。

2. 老朽化の状況について

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

　経営状況については、近年経常収支比率、流動
比率、料金回収率は100%を上回っており、累積欠
損金も解消していることから、経営状態は比較的
健全であるといえる。しかし平成32年度の簡水事
業の統合、管路や施設の老朽化に伴う更新工事あ
るいは、配水池の耐震化工事等設備投資が増大す
ることが予想される。そのため、改善傾向にある
企業債残高対給水収益比率は上昇する見込みであ
る。
　また、料金回収率、施設利用率、有収率ともに
平均以上であるので、見直しを行いつつ現在の水
準を維持していくことが必要である。

　今後は、効率的な事業運営計画を作成し、老朽
管や施設設備等の更新を行っていく必要がある。

52.61 479.70 【】

経営比較分析表（平成28年度決算）

分析欄

- 55.43 75.10 2,180 25,237

■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) －

人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

33,789 126.48 267.15法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置

高知県　香南市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.07 0.00 0.24 0.32 0.71

平均値 0.67 0.67 0.66 0.99 0.71

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 112.52 83.12 110.34 113.77 117.57

平均値 107.57 106.55 110.01 111.21 111.71

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 42.31 42.21 49.42 50.31 51.64

平均値 38.07 39.06 46.66 47.46 48.49

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 7.73 8.87 9.85 9.71 12.79

①経常収支比率(％)

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 71.63 91.98 0.00 0.00 0.00

平均値 9.34 9.56 2.80 1.93 1.72

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 791.09 1,033.44 177.13 117.07 146.35

平均値 915.50 963.24 381.53 391.54 384.34

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 555.90 530.52 501.74 471.16 441.01

平均値 404.78 400.38 393.27 386.97 380.58

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 110.67 82.02 110.88 114.81 118.78

平均値 98.07 96.56 100.47 101.72 102.38

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 103.65 139.86 103.50 100.06 96.57

平均値 172.26 177.14 169.82 168.20 168.67

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 71.52 65.06 58.38 57.85 57.85

平均値 55.68 55.64 55.13 54.77 54.92

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 76.62 83.76 91.38 92.34 93.72

平均値 83.18 83.09 83.00 82.89 82.66

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】

【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

【47.91】 【15.00】 【0.76】

10



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　平成28年度は、昨年度に比べると黒字割合は増
加しています。しかしながら、給水人口の減少が
予想されるなか、施設老朽化に伴う修繕費や耐震
化を含めた管路更新への投資が必要であり、経営
は苦しくなると考えられます。このため、水道料
金の改定などの適切な収入の確保と維持管理の効
率化を検討していく必要があります。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　近年、水道施設の老朽化のため、修繕費の増加
が予想されます。耐震化の必要性も重要になって
おり、管路更新等の投資に力を入れる必要があり
ます。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　経営の状況については、昨年度と比べると黒字
割合は増加していますが、過去5年間の推移ではほ
ぼ横ばいになっています。給水装置新設分担金の
徴収開始により営業外収益が増加したことと、昨
年度に集中して行った老朽水道施設修繕により今
年度の修繕費が抑えられたことが主な原因と考え
られます。
　近年、水道施設の老朽化が大きな課題であり、
修繕費は増加していくと考えられます。今後は、
維持管理に備え、経営状況を正確に予測したうえ
で、適切な料金収入の確保を図っていく必要があ
ります。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 86.22 52.75 1,944 13,993 13.26 1,055.28 【】

537.86 49.53 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A7 非設置 26,641

経営比較分析表（平成28年度決算）
高知県　香美市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 1.15 0.47 0.02 0.00 0.00

平均値 0.60 0.71 0.68 1.65 0.47

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 122.72 130.51 116.78 114.08 126.20

平均値 108.33 107.95 109.49 111.06 111.34

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 37.26 38.12 58.92 61.19 63.46

平均値 37.80 38.52 46.67 47.70 48.14

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00

20.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 8.09 8.50 12.49 14.92 17.41

平均値 8.22 9.43 10.03 7.26 11.13

①経常収支比率(％)

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.62 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 15.69 13.47 9.49 9.35 10.13

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 638.15 1,010.58 590.40 910.86 1,133.11

平均値 1,159.41 1,081.23 406.37 398.29 388.67

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

500.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 153.34 141.59 134.96 125.67 115.24

平均値 458.00 443.13 442.54 431.00 422.50

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 110.44 123.79 114.05 110.87 121.36

平均値 96.27 95.40 98.60 100.82 101.64

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 92.51 82.42 89.66 92.01 83.97

平均値 186.94 186.15 181.67 179.55 179.16

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 85.40 82.54 81.25 79.06 78.83

平均値 54.51 54.47 53.61 53.52 54.24

70.00

75.00

80.00

85.00

90.00

95.00

100.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 88.79 93.01 91.66 94.28 95.76

平均値 81.79 81.46 81.31 81.46 81.68

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】

【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

【47.91】 【15.00】 【0.76】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

水需要については、今後、人口増加は見込まれ
ず、給水収益の減少は続くと考えられる。また、
平成29年4月1日から簡易水道事業を水道事業へ経
営統合したことや、老朽化施設等の計画的な更新
や耐震化を進めることで、企業債の償還も続き、
経営状況は厳しくなると予測される。
今後は、安定的な事業運営を維持していくため、
管路や設備の新規・更新需要等の将来試算と経営
収支の見通し踏まえ、適正な料金水準の設定を行
い、徹底した経営の効率化に取り組み、サービス
の向上に努める。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

有形固定資産減価償却率が上昇傾向にあり、施設
の老朽化が進んでいる。管路の更新状況は、年度
によりばらつきがあるが、事業の実施時期を一時
期に集中することのないよう平準化を図り、基幹
管路や病院・避難所等重要施設までの管路の耐震
化を優先させるなど、総合的かつ計画的な更新を
進めていく必要がある。
補足事項として、平成27年度の管路経年化率は
15.25％、管路更新率は1.13％に改める。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

≪健全性≫
平成24年度から経常収支比率が100％を超え、単年
度の収支の黒字を維持している。累積欠損金も発
生していない。
短期的な債務に対しての支払いに要する現金等の
資金面については現状では問題はない。
しかし、依然として企業債残高が多額にのぼり、
全国平均や類似団体に比して脆弱な財務体質と
なっている。
≪効率性≫
平成28年度には料金回収率が100％を上回り、給水
原価についても、経費削減等の効率的な事業運営
に努めてきた結果、減少傾向で推移している。
施設の利用率をみると、年々、減少しており、施
設の配水能力に余力が生じている状況である。
定期的な漏水調査や老朽管路の布設替え等による
漏水防止により、無効な水量を削減し、有収率の
更なる向上に努める。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 68.91 82.21 1,825 19,380 12.28 1,578.18 【】

470.97 50.35 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置 23,712

経営比較分析表（平成28年度決算）
高知県　いの町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.14 0.38 0.10 15.20 0.33

平均値 0.67 0.67 0.66 0.99 0.71

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 100.55 102.26 102.12 104.44 108.70

平均値 107.57 106.55 110.01 111.21 111.71

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 37.21 38.60 54.39 55.88 56.61

平均値 38.07 39.06 46.66 47.46 48.49

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 12.33 15.45 15.94 1.18 15.82

平均値 7.73 8.87 9.85 9.71 12.79

①経常収支比率(％)

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 9.34 9.56 2.80 1.93 1.72

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

3,000.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 2,434.39 1,677.88 478.38 477.55 523.17

平均値 915.50 963.24 381.53 391.54 384.34

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 491.85 461.36 444.67 431.22 429.63

平均値 404.78 400.38 393.27 386.97 380.58

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 95.46 96.77 97.36 99.31 103.75

平均値 98.07 96.56 100.47 101.72 102.38

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 97.52 96.04 95.63 93.66 89.91

平均値 172.26 177.14 169.82 168.20 168.67

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 46.34 47.01 45.22 43.45 44.11

平均値 55.68 55.64 55.13 54.77 54.92

81.00

81.50

82.00

82.50

83.00

83.50

84.00

84.50

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 82.88 82.11 83.01 84.13 83.73

平均値 83.18 83.09 83.00 82.89 82.66

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】

【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

【47.91】 【15.00】 【0.76】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

2. 老朽化の状況

全体総括

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

　整備計画に基づき、病院・災害時避難所等の施
設への給水確保を考慮し、優先度を設定して基幹
管路及び施設の更新・耐震化を進めています。
　平成２８年度は、簡易水道事業統合に向けて未
普及地域解消事業に注力したため、管路更新は行
えませんでしたが、計画に基づき、平成２９年度
から５箇年にて、耐用年数を経過した町中心部の
基幹管路の更新に着手します。更新が進むことに
より、漏水が減少し有収率の向上及び動力費等の
経費の減少が期待される一方、更新した施設の減
価償却が始まると費用の増加が見込まれます。

　人口減少・節水意識の高まりによる水需要の減
少、耐震化・水質改善への対策等に伴う費用の増
加、職員の異動による技術継承の問題等、小規模
事業者が抱える課題は山積しています。
　平成２９年４月１日には簡易水道（２事業）を
上水道に統合し、経営環境はますます厳しくなる
ことが予想されますが、経営計画に沿い適正な規
模での施設整備を実施し、事業全体として経営の
効率化を進め、将来にわたって安定的な事業の継
続を目指して取り組んでいきます。

2. 老朽化の状況について

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

　当町の水道事業は、平成２９年４月１日に簡易
水道（２事業）を上水道事業に統合しました。統
合前から会計及び水道料金は、上水道・簡易水道
事業とも統一されています。平成２３年度には料
金改定（約10％）を実施し、累積欠損金は解消さ
れました。
　しかし、未普及地域解消事業や計画的な施設の
更新事業等の実施により、今後は減価償却費や維
持管理費の増加が見込まれ給水原価の上昇も予想
されます。
　また、企業債残高が給水収益に対し高い比率を
示しているのは、旧簡易水道事業に係る企業債も
含んでいるためであり、それを除くと類似団体平
均値に近い数値となっています。資金残高とのバ
ランスに注意しながら借入額の調整が必要です。
　健全な事業経営のためには、黒字経営はもとよ
り料金回収率100％超を継続していくことが必要で
す。施設の統廃合・ダウンサイジング等投資の効
率化や経費削減を図りながら、給水原価及び更新
費用も含めた適切な料金収入の確保が不可欠で
す。

60.58 189.14 【】

経営比較分析表（平成28年度決算）

分析欄

- 56.68 87.03 1,989 11,458

■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) －

人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A7 非設置 13,223 100.80 131.18

高知県　佐川町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 2.30 1.19 0.37 1.47 0.00

平均値 0.60 0.71 0.68 1.65 0.47

105.00

106.00

107.00

108.00

109.00

110.00

111.00

112.00

113.00

114.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 111.11 113.32 110.27 110.91 110.80

平均値 108.33 107.95 109.49 111.06 111.34

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 29.61 29.51 39.66 39.28 39.46

平均値 37.80 38.52 46.67 47.70 48.14

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 13.45 14.26 14.24 14.17 14.28

平均値 8.22 9.43 10.03 7.26 11.13

①経常収支比率(％)

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 15.69 13.47 9.49 9.35 10.13

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

3,000.00

3,500.00

4,000.00

4,500.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 1,266.97 4,088.36 488.68 348.37 445.99

平均値 1,159.41 1,081.23 406.37 398.29 388.67

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 738.19 708.97 688.25 652.37 691.21

平均値 458.00 443.13 442.54 431.00 422.50

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 102.11 104.71 104.45 105.53 103.86

平均値 96.27 95.40 98.60 100.82 101.64

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 100.05 97.31 97.89 97.14 98.70

平均値 186.94 186.15 181.67 179.55 179.16

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 68.64 72.44 70.86 70.35 73.01

平均値 54.51 54.47 53.61 53.52 54.24

75.00

76.00

77.00

78.00

79.00

80.00

81.00

82.00

83.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 80.04 77.55 77.89 80.53 78.55

平均値 81.79 81.46 81.31 81.46 81.68

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】

【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

【47.91】 【15.00】 【0.76】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
高知県　越知町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

111.95 52.76 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A9 非設置 5,906

－

- 96.84 71.80 1,350 4,206 3.18 1,322.64 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①継続的に100％を上回る黒字経営が続いており、
類似団体平均も上回っている。
②累積欠損金はこれまで発生していない。
③毎年100％を大きく上回っており支払能力は十分
に備えているといえる。
④類似団体と比べ、企業債残高は非常に少ない状
態である。
⑤100％を上回っており、給水に係る費用を給水収
益で賄うことができている。
⑥有収水量１ あたりの給水原価は類似団体平均
よりも低く抑えられており、費用効率は良いとい
える。
⑦施設利用率は右肩下がりで低くなってきてお
り、施設更新の際にはダウンサイジング等を検討
する必要がある。
⑧類似団体と比べ低いということはないが全国平
均と比べると低い数値となっている。引き続き漏
水対策等を行い有収率向上に努める必要がある。

◎各指標から、経営の健全性・効率性について特
に問題はないといえる。しかしながら、給水収益
の減少、更新投資の増加、簡易水道事業の統合等
の不安要素を抱えており、将来を楽観視できる状
態ではない。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

①平成26年度よりみなし償却制度が廃止されたた
め減価償却率が大幅に増加した。償却資産の50％
以上が償却済みであり老朽化が進んでいるといえ
る。
②類似団体が増加傾向にあるのに対し一定水準を
維持している。
③平成28年度は②の管路経年化率等から早急な管
路更新の必要性がなかったが、今後基本計画に基
づき計画的に管路更新を行っていく必要がある。

◎類似団体と比較して特別に老朽化が進んでいる
というわけではないが、今後法定耐用年数を迎え
る施設の増加が見込まれるため計画的に更新事業
を行っていく必要がある。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

全体総括

　各指標が示しているように、現段階では当町水
道事業の経営状況は概ね良好で安定しているとい
える。また老朽化についてもとくに大きな問題は
ない。
　しかしながら給水収益の減少により、すでに費
用が収益を上回る状態は目前に迫っており、経費
削減努力だけでは対応しきれなくなっている。ま
た設備投資に係る財源確保も十分とはいえない状
態であり、今後いかにして財源を確保して行くか
が重要な課題となっている。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】

【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

【47.91】 【15.00】 【0.76】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　施設更新（耐震化等）のために、借入れた企業
債の償還負担が大きく、経営を圧迫している。
　主要な施設の更新は完了していることから、今
後においては、需要に見合った更新投資とし収支
の改善を図っていく。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　平成15年から平成17年における建設改良（施設
更新）により、主要な施設（取水、浄水場、配水
池、基幹管路）の更新が完了している状況であ
る。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

経常収支比率、料金回収率については、浄水場浸
水被害により特別損失（固定資産除去費）を計上
した事による累積欠損金の発生等、H26の値が大き
く変化している。尚、累積欠損金については、H27
に解消している。
　企業債残高対給水収益比率については、平成15
年～平成17年に行った建設改良のため借入れた起
債残高が大きく、全国平均値を上回った値となっ
ている。
　効率性を現わす施設利用率、有収率について
は、基幹管路を含む施設が更新済みであり、全国
平均値を上回り効率的に運営している。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 40.16 28.40 2,548 5,010 3.80 1,318.42 【】

642.30 27.76 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A8 非設置 17,828

経営比較分析表（平成28年度決算）
高知県　四万十町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】

【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

【47.91】 【15.00】 【0.76】
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
高知県　黒潮町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

188.59 61.59 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A7 非設置 11,616

－

- 53.66 98.81 2,270 11,421 228.76 49.93 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

  企業債残高対給水収益化率が類似団体平均値の
２倍程度、経常収支比率、料金回収率、給水原価
については差があり、低い状態にあります。
　また、施設利用率の低さについては施設統合等
を図る必要があります。水道事業基本計画及び財
政シュミレーションを基に水道料金改定を平成３
０年度に実施します。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　有収率や管路の法定耐用年数を考慮しながら、
管路更新率が１％を下回らないように管路更新に
取り組む必要があります。
　水道事業基本計画に基づき、管路更新を新設バ
イパス管の布設等と合せて計画的に実施していく
予定です。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

全体総括

　上記を踏まえ、将来にわたり安全で良質な水を
安定的に供給するために、その収支バランスが肝
要で、水道事業基本計画に基づきながら、管路更
新を計画的に行うとともに、財源となる水道料金
の改定を行っていきます。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】

【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

【47.91】 【15.00】 【0.76】
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